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沿岸水温についての考察-ll

一千葉県沿岸定地水温変化の類型化

二宮敏郎・万上聴一郎※

はじめに

千葉県館山市にある千葉県水産試験場は、館Illi寄奥

のほぼ中央に位置している。ここにおいて、昭和25年

以降、 30年までの6ヶ年と、 38年以降現在まで11ヶ年、

延17年にわたり表面水温を中心に定地観iW他行なって

いる。その観測結果の一部は今までにも調査、研究資

料として利用されているが、整理して発表されたこと

はないので、水温についての取りまとめを行ない本報

で報告する。

また、安房郡千倉町平E聖地先で、観測を行なっている

千倉分場の結果や、筆者が富津市富津港々口で行なっ

た観測結果を資料の一部として、あわせて記載した。

のり養猶場における海況、中でも水温変動の傾向、

特性等は、当該地先におけるのり養殖の基本的要因と

いえる。とくに、漁場拡大等を考える場合には、当該

地先の水温条件を認識、把握することが重要と考える。

このような見地から、先に行なった報告1)や千葉県内

の各地で継続的に行なわれた沿岸定地の観測結果を取

り上げ、今悶の結果と対比させ、さらにこれ等と気温

や沖合水温等の関連伎を検討することにより、千葉県

沿岸定地の水温変化についての類型化を試みた。

沿岸水温と互に関連し合っている気温や、沿岸水温

に強い影響があると考えられる沖合水の水温について

は、千葉県内にある 4つの測候所や茨城県水産試験場

および当場の沖合調査の資料を使用した。

本文に入るに際し、資料を使用させていただいた東

京水産大学小湊実験場およひ，~日]木更津実習場、ならび

に長年にわたり館111の観測を担当された、渡辺寅次郎、

中村勉その他の諸氏、千倉の観測を行なっておられる

分場の諸氏に深謝の意を表する。また、終始有益な助

言をいただいた当場海洋担当の諸氏、ならびに、本稿の

校閲を賜わった東京水産大学の吉原友吉教授に厚く晶、

礼申し上げる。

※現在、水産業改良普及員として水産課勤務

館山湾沿岸定地における定時の水温

観測結果、および千倉・富津の結果

図1は、館山を含め観測が行なわれた千葉・銚子・

目安浦等の位置を示し、図2に館j]J湾の観測l点を示した。

上述したように、観測は現在まで延17年間続けられ、

この問、 25年~30年までは点Aで、 37年以降は点B で、

1日1回午前10時に行なった。

この観測結果から、昭和47年末まで13別の水温平均

値・観測日数およびB別の最高値・最低{宜とそれを示

した年をまとめて附表 lに示した。これによると、平

均値から最高値または最低値まで、日によっては3"C

{立の差がある。

また、 16ヶ年間について各年ごとの旬平均値と月平

均値を表1に示し、 16ヶ年間の旬別乎均値とその95%

信頼限界を表2に示した。

千倉および富津にむける観測点を付図1に、その観

測結果の年別旬平均値・月平均値を付表2に示した。

なお、千倉は分場採水口付近の午前10時の観測であり、

富津は満潮時の観測である。
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図1 水温観測位置

A:;富津町 B:大佐和 C:湊

D:竹岡 E:岩井 F:富浦

e， . 



40 

表1その 1 館山湾沿岸定地定時観測水温旬別平均値

両~ 25 26 27 28 29 30 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 平均

と旬 13.7 15.7 15.9 12目915.1 13.9 13目l 13.3 13.7 13.1 13.9 13目7 15.4 14.11 

中旬 13.5 15.2 14.8 15.3 13.2 12.8 14目313.3 13.2 13.6 15.0 13.8 14.3 14.5 14.06 
月

下旬 14.6 14.2 13.8 13.7 12.7 13.4 12.7 11.5 13目913.7 13.1 13.8 14.7 13.8 14.0 14.8 13.65 

2 
上旬 13.6 13.6 13.3 12.8 14.6 14.0 12.9 12.3 12.7 14.9 13.2 13.3 13.1 11.3 12.6 13.1 13.21 

月
中旬 12.4 14.4 14.4 14.2 14.0 13.6 12.2 12.5 11.9 14.1 11.1 12.3 13.0 13.2 12.4 13.9 13.10 

下旬 13.8 14.0 12.9 13.4 13.6 13.6 11.9 11.5 13.4 14.9 12.4 11.6 11.9 13.8 12.6 11.9 12.95 

3 
上旬 13.6 15.9 12.6 14.0 13.5 14.0 11.6 12.1 13.0 14.7 12.8 13.2 12.世 12.1 12.1 12.8 13.18 

月
中旬 12.8 15.2 13.4 14.5 13.7 16.1 10.6 12.3 13.5 14.2 14.0 12.5 13.3 12.4 13.4 13.9 13.49 

F旬 13.3 14.7 13.4 15.1 15.8 14.9 14.2 13.6 13.3 13.2 13.6 13.4 15.1 12.3 14.5 14.7 14.07 

上旬 15.3 15.8 15.6 17.3 16.9 13目715.1 13.5 15.2 15.8 14.7 15.3 13.8 14.5 14.8 15.15 
4 

月ぽ|下生旬
18.0 15.1 15.9 14.6 17.3 16.5 15.3 16.4 15.0 15.8 14目8 14目8 16目I14.3 14.9 '16.2 15.69 

18.5 16.4 15.3 17.6 17.3 17.8 15.3 17.4 15.5 18.6 17.2 15.7 17.0 15.0 15.6 16.1 16.64 

上旬 17.4 17.3 17.9 18.0 18.6 17.3 19.7 18.0 18.1 18.2 17.3 19.6 17.4 16.3 18.9 18.00 
5 

月
中旬 20.9 19.1 17.5 18.8 18.9 19.9 17.9 20.0 19.0 18.0 19.5 17.7 19.7 19.0 18.6 20.3 19.05 

下旬 19.8 20.1 19.0 19.8 18.7 20.6 20.2 21.3 20.0 18.9 21.9 18.7 19.6 20目119.3 19.8 19.86 

6 
上旬 19.8 20.3 20.2 19.4 21.1 18.8 20.2 22.0 19.6 22.3 18.8 20.9 19.8 20.1 20.8 20.27 

月
中旬 21.0 20.6 21.0 20.4 20.3 21.6 21.8 20.4 21.6 21.4 23.0 20.5 21.1 20.4 21.8 21.6 21.16 

下旬 22.5 20.8 21.3 20.8 21.3 22.5 23.0 21.9 22.9 23.3 23.2 21.1 21.8 20.7 22.0 21.6 21. 92 

7 
l:1lJ 22.2 22.1 22.0 21.7 21.5 24.0 24.1 21目922.6 22.0 23.7 21.1 21.0 20.3 22.7 23.8 22目29

月
中旬 24.8 21.9 23.0 23.1 22目226.3 24.2 21.6 23.5 24.0 25.1 22.5 23.3 24.0 24.5 23.5 23.59 

下旬 25.6 24.2 24.8 24.5 23.5 25.3 24.1 23.3 24.1 26.2 24.8 26.0 25.1 24.2 25.5 24.75 

上旬 26.1 25.2 25.1 25.1 25.6 26.4 25.8 25.0 23.3 27目527目l23.8 24.6 27.4 26.7 25.65 
8 

中旬 27.2 26.1 26.5 25.8 27.0 26目425.6 25.6 25.2 27.2 27.1 27.2 25.8 25.2 25.6 26.6 26.26 
月

下旬 25.9 26.7 26.4 24.7 27.2 24.9 26.1 25.1 26.6 25.2 26.6 25.1 26.3 26.1 24.1 25.80 

9 
上旬 26.1 24.8 25.9 24.6 25.1 24.1 24.8 26.2 24.5 26.4 25.3 23.7 25.5 26.5 23.5 26.3 25.21 

月
中旬 26.0 24.0 25.3 25.7 26.1 24.7 23.5 24.9 23.4 26.0 26.6 23.2 24.6 25.3 24.2 24.7 24.89 

下旬 24.2 23.2 24目825.3 22.5 22.4 23.6 22.6 24.0 24.3 22.9 23.3 お.3 24.3 23.5 23.61 

上中旬旬
19.9 22.2 23.2 23.0 22.6 22.1 20.2 22.2 21.4 21.9 21.0 22.5 21.4 22.9 21.6 22.5 21. 91 

10 
22.8 23.2 21.7 21.6 21.0 21.0 20.1 21.9 21.6 19.9 21.2 22.7 20.3 21.5 21.46 

月
下旬 21目。 20.9 21.2 21.1 19.7 21.1 19目818.7 21.0 21.7 20.7 18.3 20.2 21.1 20.5 21.5 20.53 

11 
上旬 20.4 19.5 21.1 19.8 20.5 19.1 19.0 18.1 21.3 20.2 20.7 19.3 19.8 21.2 18.2 20.4 19.91 

月
中旬 20.0 18.5 19.3 18.0 18.0 18.6 18.6 19.0 17.8 18.0 19.1 18.9 17.3 19.4 18.61 

下旬 19.5 17.1 17.7 17.3 17.0 18.4 19.1 17.0 18.2 18.2 16.4 17.2 17.4 17.3 17.70 

12 
上旬 16.2 15.4 17.9 17.4 16.1 15.6 17目8 17.0 17.4 17.3 17.2 15.7 15.9 15.1 16.6 16.57 

月
中旬 15.5 14.5 18.2 16.9 16.4 15.8 16.3 13.9 15.3 14.4 16.1 14.6 15.5 14.4 1~.5 15.69 

下旬 16.0 15.5 17.4 15.1 16田宮 15.8 16.0 13.7 15.8 14.6 14.9 16.5 14.1 13.3 14.9 15.37 

註 観測日数が旬日数の過半数に達しない句は告j平均値を記載しなかった。
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表1 その2 館山1完治岸定地定時観測水温月別平均値

k更1950 1951 1952 1953 1954 1955 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 平均

13.9 14.4 14.5 14.6 14.4 13.2 13.4 12.6 13、813.4 13.2 13.7 14.5 13.8 14.0 14.7 13.88 

2 13.2 14.0 13.6 13.5 14 .1 13.7 12.4 12.2 12.7 14.6 12.3 12.4 12.7 12.8 12.5 12.9 13.10 

3 13.2 15.3 13.1 14.5 14.5 14.9 12.0 12.7 13.3 14.1 13.4 13.0 13.8 12.3 13.5 13.9 13.59 

4 17.8 15.6 15.6 15.8 17.3 17.0 14.8 16.2 14.7 16.4 15.9 15.1 16.1 14.3 15.8 15.7 15.88 

5 20.2 18.9 18.0 18.9 18.6 19.7 18.6 20.4 19.0 18.4 19.9 18.0 19.6 18.9 19.0 19.7 19.11 

6 20.9 20.5 20.9 20.5 20.3 21.8 21.2 20.8 22.2 21.2 22.8 20.1 21.3 20.3 21.3 21.3 21. 09 

7 24.3 22.7 23.5 22.9 22.4 25.5 24.5 22.8 23.2 23.5 25.1 22.9 23.5 23.2 23.8 24.3 23.63 

B 26.3 26.0 26.0 25.1 26.3 26.1 25.4 25.6 25.3 25.7 26目626.9 25.0 25.4 26.3 25.7 25.86 

9 25.5 24.1 25.3 25.0 25.5 23.6 23.6 25.1 23.5 25.5 25.3 23.3 24.5 25.1 24.0 24.8 24.61 

10 21.3 22.1 22.0 21.9 21.2 21.7 20.3 20.5 20.8 21.8 21.1 20.1 20.9 22目220目821.8 21.28 

11 20.0 18.4 19.7 18.4 18.6 17.9 18.0 18.4 19.6 18.7 18.8 18.5 18.5 19.2 17.7 19.0 18.71 

12 15.9 15.1 17.9 17.0 16.6 16.4 15.7 L一1一6一.一~ 16.2 15.5 16.2 15.4 15.3 14.4 15.4 15.91 

四"

図2 水産試験場及び観測点

旬別水温平均値の調和分解析

旬数をt、水温を F(t)とすると、年間の水温変化は

FourieI級数に展開して近似式を

F(t)~ao十Rlsin(el十t)+R 2 sin(e ，-t- 2 t)・……

で示した。 2-4) 

これを用いて、館山における47年までの16ヶ年の缶j

別平均値、および先に報告した千葉における24~39年

* 95%信頼限界

* * 95%信頼限界

***銚子測候所でも行ない、その記録がある。

の16ヶ年の句別平均値について、数式で示すと次のと

おり-0'ある (ただし、 1月上旬-12月下旬を 0・-360・にあて

た)。

千葉 F(t)==17.11--9.42sin(60'十t)

0.51sin (66'--2t) 

十0‘74sin(30'--3t)…・

館山 F(t)==18.88--6目 06sin(49'+t) 

--0.41sin (7'--2t) 

十0.44sin(67"--3 t) 

上式から算出した句別の数値を表2に示した。ごの

結果について、実測値との適合についてx2 検定を

* 行なったが、有為性は認められなかった。しかし、こ

** の計算値が告j平均値の信頼限界 の範囲からは Fれ

る場合は、36回中、館山では、 4回、千葉では 5回あった。

千葉県内の沿岸定地水温

千葉県内の沿岸部で、現在、周年にわたって水温観

測を行なっている地点は、千葉(稲毛) ・館山・千倉

(平磯) ・小湊、等である。また、過去に行なわれた

ことのある地点としては、銚子5)* *キ・ 1芽i甫2)野島f奇2)
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表 2 16ヶ年旬別平均値とその信頼限界および、 FourieI解析からの計算値

その 1 館山水温16ヶ年 その2 千葉水温16ヶ年

月 旬 均旬平値 計算1直 16ヶ年信平頼均限値界の
自5% 月 旬 均旬平値 計算値 9165ヶ%年信平頼均限値の界

日旬
℃ ℃ 

14.1 14.67 14.11土0.63 上旬
「壱

8.82 てJ8.4 8.4土0.61

1 14.05 14.06士0.48 1 中旬 7.5 7.85 7.5:t0.67 

下旬 13.7 13.51 13.65士0.45 下旬 7.4 7.19 7.4土0.58

上旬 13.2 13.09 13.21土0.46 上旬 7.3 6.95 7 .3:t0. 74 

2 中 旬 13.1 12.87 13.10土0.54 2 中旬 7.7 7.17 * 7.7士0.45

下 旬 13.0 12.87 12. 95:t0. 54 下旬 8.3 7.86 8.3士0.48

土旬 13.2 13.13 13 . 18:t0 .58 上旬 8.7 8.96 8.7土0.72

3 中 句 13.5 13.62 13.49士0.68 3 中旬 10.0 10.36 10.0:t0.50 

下旬 14.1 14.31 14.07士0.50 下旬 11.5 11.91 11.5:t0.62 

上旬 15.2 15.13 15.15土0.60 上旬 13.4 13.50 13.4士0.56

4 中 旬 15.7 16.03 15.69士0.55 4 中旬 14.6 14.99 14.6:t0.53 

下 旬 16.6 16.93 16.64士0.63 下旬 16.3 16.34 16.3:t0.53 

上 旬 18.0 17.81 18.00:t0.51 上旬 18.3 17.54本 18.3土0.55

5 中旬 19.1 18.65 19.05:t0.52 5 中旬 19.1 18.63 19.1士0.50

下 旬 19.9 19.48 19.86:t0.47 下旬 20.2 19.69 20.2土0.53

上 旬 20.3 20.31 20.27士0.56 上旬 20.4 20.79 20.4士0.73

6 中旬 21.2 21.17 21.16士0.42 6 中旬 21.7 21.96 21. 7土0.67

下旬 21.9 22目。7 21. 92土0.47 下旬 22.8 23.20 22.8:t1.12 

上 旬 22目3 23.00キ 22.29:t0.60 上旬 24.0 24.46 24.0:t1.09 

7 中 旬 23.6 23.90 23.59士0.66 7 中旬 25.0 25.63 25.0士1.06 

下旬 24.8 2ι70 24.75土0.48 下旬 27.4 26.57 * 27 .4:t0. 71 

上 旬 25.7 25.32 25.65:t0.69 上旬 27.9 27.16 27.9士0.89

8 中 旬 26.3 25.68* 26.26土0.39 8 中旬 27.7 27.29 27.7土0.56

下 旬 25.8 25.71 25. 80:t0. 54 下旬 26.8 26.93 26.8:t0.77 

上 旬 25.2 25.39 25.21土0.52 上旬 25.7 26.09 25.7土0.73

9 中旬 24.9 24.74 24.89土0.55 9 中旬 24.8 24.85 24.8土0.79

下旬 23.6 23.83 23.6l:t0.48 下旬 23.1 24.05 * 23.1:t0.85 

上 旬 21.9 22.73* 21. 91士0.51 上旬 21.0 21.67 21.0士0.54

10 中旬 21.5 21. 56 21.46士0.55 10 中旬 20.1 19.98 20.1土0.42

下旬 20.5 20.40 20.53土0.51 下旬 18.4 18.34 18.4:t0.31 

上旬 19.9 19.31* 19. 9l:t0. 53 上旬 17.4 16.80 * 17.4士0.32

11 中旬 18.6 18.34 18.61士0.42

下 旬 17.7 17.48 17.70土0.50

11 
下中 旬旬

15.9 15.35 15.9土0.58

13.9 13.96 13.9:t0.67 

上旬 16.6 16.71 16.57:t0.51 上旬 12.2 12.61 12.2士0.59

12 中 旬 15.7 16.00 15.69士0.64 12 中旬 11目2 11.28 11.2:t0.48 

下 旬 15.4 15.32 15.40士0.64 下旬 9.9 10.00 9.9士0.77

平均0.54 平均0.6448

*95%信頼限界からはずれる値



富津木更津等6)がある。この{也、 r}'l湾及び1!iJ房の大

部分ののり養殖地械では、養殖期間中に限り観測を行

なっている。

これ等の観測結果から、千葉・木更津・富津・館山・

千倉・小湊7).銚子についての旬別平均値を表3に示

し、 Fourier解析による，1[(以式を下式女(本頁の最下

段)に示した。

また、のり養殖漁場の観測結果については、内房地

区を中心に表4に示した。この地区では、同一年に全

地区i則温した結果はなく、北部の大佐有18)• i妻8).竹

岡8)について昭和44年、南部の岩井・富浦について47

年の結果を表示し、一応の傾向を知るため、 10月下旬

以降~12月末までの旬別水温の変化を直線式で示した。

44年千葉 Tc~17.76-1.16X 

大佐和 Tc~17.65- 1. 19X 

{妻 Tc~17.77-1. 24X

竹ー 岡 Tc~17.73-1. 15X 

館山 Tc~20.05-0.86X

47年千葉 Tc~19.12- 1. 36X

富津町 Tc~18.19-1. 17X

岩井 Tc~20.74-1. 04X 

(富浦)*Tc~21. 32- 1. 37X 

館山 Tc~21. 44- 1. 09X

(ただし、 X~O を 10月ド旬とし、以下 1 旬当り 1 ・

2 ・3 ・…・・)

千葉県内の沿岸気温

千葉県内で、気象観視lほ実施している地点は、気象月

報9)に記載されている分だけでも42地点に及んでいる?

しかし、日平均気iaの観測を行なっているところは5

測候所に限られ、このうち成田については関所が72年

43 

8月からで利用できる資料はなく、 4測候所の資料を

使用した。

千葉・銚子・勝浦については47年末までの最近10ヶ

年、館1[1については分室として問所された38年6月以

降47年末まで(途中42年 7 月 ~43年 5 月初旬は欠)に

ついて旬、ド均{直を表5に示し、これのFourier解析し

た近似式を下式ヲ々決(本頁の最 F段)に示した。

沖合部の水温

千葉県沖合部の水温変化の一例として、当上誌が実施

している漁海況予報沿岸定線観測の定点C7 (銚子市

東50，イ Jレ) ・定点C10 (銚子南東20マイ Jレ) ・定点

C24 (和田南東20マイル)、等の表層について39年~

46年の月別平均値から、また、久保10)が報告を行な

っている大洗東20マイル点の昭和 9 年~44年の月別平

均値から、それそれFourier 解析して算出した近似

式を次に示した。

定点C7 F(t)~21 目 4-3.98sin (450-t) 

-0.77sin (850 -2 t) ・・…

定点C24 F(t)=20.4-4.79sin (43。ーt)

-0.38sin (230-2t)…-
定点CI0 F(t)=19.9-4.33sin (440-t) 

-1.06sin (250-2t)…-
大洗東点 F(t)=17.8-4.71sin (450← t) 

← 0.91sin (3 0-2t)・・・・

考察

1 ) 水温変化による千葉県沿岸定地の分類

吉原2)は沿岸観測点の年間水晶度化についての近似

式を月平均値を用いて算出している。その中で子葉県

内については、銚子・勝浦・里子島の3地点が示されて

*12月上旬までの計算式 * * 1972年末現古

女千葉 F(t)=17.23-9.47sin (59030'+t)-0.37sin (78030'-2t)+0.78sin (31。十3t)…-

木更津 F(t)=17.31-10.19sin (63030'十t)-0.61sin(450-2t)十1.25sin(160-3t)・・・

富津 F(t)=16.41← 10.35sin (660十t)-0.60sin(70。十 2t)-0.75sin(700-3t)・・

館山 F(t)=18.71-6.22sin (490十t)十0.31sin(9030'十2t)+0.42sin(740_ 3 t) ・・

千倉 F(t)=18.75-5.21sin (460十t)-0.60sin(4T30'-2t)十0.44sin(510十3t)…・・

小湊 F(t)=18.87-5.28sin(44。十t)-0.42sin (26030'一2t)十0.44sin(860十3t)・

銚子 F(t)=16.01-6.20sin(430+t)ー1.01sin(660-2t)十1.06sin(490-3t)...・H ・...

貴女千葉 F(t)=14.76-10.17sin (65十t)-0.64sin(390-2 t)+0.92sin (36030'-3t)..・

館山 F(t)ニ 15.42-9.71sin(65十t)-0.49sin(28030'-2t)+0.69sin (380-3t)… 
勝浦 F(t)=15.29-8.41sin (60十t)-0.76sin(760-2t)+0.83sin (430-3t)...・H ・-

銚子 F(t)=15.00-9.18sin (60030'十t)-0.73sin(60030'-2t)+0.60sin (320-3t)…・・



44 

表3 子葉県沿岸定地、句別水温平均値
単{立℃

いで 千葉 木更津 富津 責富山 千倉 小 湊 銚子

上 8.6 7.73 6.0 13.91 14.6 14.89 11.5 

1 中 7.5 7.11 6.5 13.86 15.4 15.20 10.6 

下 7.2 6.34 5.8 13.58 15.9 15.16 10.0 

下中k 

7.6 
77.459 1 

6.7 12.94 14.7 14.10 10.1 

2 7.6 6.6 12.66 14.6 13.61 9.5 

8.4 7.94 6.0 12.59 14.2 13.77 10.1 

上 9.0 9.25 8.3 12.73 14.3 13.65 11.1 

3 中 9.8 10.11 9.7 13.01 14.6 14.17 10.8 

下 11.1 11.27 10.2 13.71 14.6 14.59 11.4 

上 13.5 14.00 13.2 14.64 15.3 15.02 12.5 

4 中 14.6 15.00 14.4 15.37 15.5 15.35 12.6 

下 16.5 17.57 16.0 16.34 16.3 16.75 13.4 

上 18.3 18.63 19.9 18.08 17.5 17.82 14.9 

5 中 18.9 19.50 19目7 18.97 18.8 18.56 15.3 

干ー 20.0 21.10 20.2 19.98 19.2 19.56 16.5 

上 20.8 21.04 22.6 20.33 19.6 20.22 16.9 

6 中 21.8 22.64 22.2 21.36 19.3 20目23 17.8 

下 23.3 24.14 24.2 22.12 20.1 21.12 18.8 

24.4 25.20 25.0 22.32 20.4 20.97 18.6 

7 中 25.3 26.60 25.9 23.62 21.5 22.09 18.8 
下平 27.4 28.08 (24.0 ) 24.86 22.7 23.45 20.6 

k 28.2 29.06 27.8 25.68 24.3 25.27 21.5 

8 27.4 28.54 27.5 26.11 23.3 24.91 23.6 

下 26.4 28.15 26.9 25.61 24.0 24.89 23.9 

上 25.8 26.60 26.5 25.27 24.4 25.01 24.0 

9 中 24.9 25.16 24.7 24.64 24.3 24.31 23.0 

下 23.2 22.86 22.4 23.42 23.8 23.72 21.9 

上 21.2 20.81 19.5 21.79 22.6 22.04 20.1 

10 中 20.2 19.80 18.9 21.13 21.9 21.56 19.7 

下 18.4 17.82 15.5 20.35 20.9 21.00 18目6

上 17.6 17.09 15.2 19.82 20.4 20.06 18目 1

11 中 16.6 15.16 13.5 18.47 18.8 18.95 16目1

ード 14.4 13.10 12.4 17.62 18.4 18.34 15.0 

上 12.6 11.47 9.6 16.56 17.3 17.17 14.1 

12 中 11.5 10.12 8.7 15.28 16.1 16.12 12.8 

下 10.2 9.03 8.4 15.01 15.5 15.44 12.3 

30-39 年年 32-41 年年 35-41 年年 38-47 年年 424年74月 41-47年司令 38-43年

平の1均0 ケ 平の1均0 ケ の7ケ の10ケ ~ 年の の均7ケ 8月の 5
[帯考 で観i直測のし 平均 年5平均6ヶ 平 但年欠し、

-6ヶ年
た平 45・46 平均
士均 の3月
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表4 内房域を中心としたのり養殖漁場のポ温観測結果

そのl.昭和44年

注TR千葉(稲毛) 大佐朝日

上会 19-4'C 19目。

10 中 18.6 17.6 

下 17.8 18.6 

上 17.2 17.0 

11 中 16.8 16.5 

ド 14目2 13目8

上 13.2 13，3 

12 中 11.2 11.8 

下 10.6 9.8 

その2 昭和47年

士宮 千葉(稲毛) 富津町CF洲)

中 20.5 19.8 
10 

下 19.2 18.6 

上 17.4 17.2 

11 中 16.5 15，6 

下 15.8 14.0 

上 13.3 13.2 

12 中 11.8 12.5 

下 11.3 11.6 

いる。この 3地点と筆者が吉原 31から算出した小湊に

ついて次式に示した。

銚子 F(t)~15.78-6.34sin (530+t)・

勝浦 F(t)~17.58-5.43sin (580 +t)・H ・H ・..…・・

野島 F(t)~17 .78-5. 74sin (59。十t)・

/J"i妻 F(t)~18 目 76-5.50sin (53。十t)…
この結果と、筆者が告j平均値から求めた式とでは、

i直にやや相違はあるが傾向としては似ている。

年間の水温変化をこの近似式

F (t) ~ a 0十Rlsin(el+t)十R，sin(θ2十 2t) 

十R3sin(θ3十 3t)…目

湊 竹岡 館 111

19，9 19目1 21.4 

18，3 18目6 21.2 

18.0 18.3 20，2 

17.3 17目2 19.8 

16-4 17目4 19.1 

13.4 13.1 16-4 

13.0 12.7 15.7 

11.2 11.4 14.6 

10，1 11.0 16.5 

岩井 富 j甫 館山

21.5 

20.9 21.2 21.5 

20.2 20.5 20.4 

18.8 18.6 19目4

16.3 16.0 17.3 

16.5 16.6 16.6 

15.6 16，6 

15.0 15.4 

で示した場合、 RIsin (el十t) に比べ

R， sin (e，十2t)の項以下は{直が小さいので*、省略す

ると、 F(t)~ao十RI sin (el+t)となり、

この式により、

ao=年間の平均値

RI~j，辰巾(年間の平均値から極(直までの巾)

-l<sin (ed-t)<l から極値を示すt(換言

するなら ~j値を示す時期)、等が示される。この 3 つ

の要素、すなわち、年間平均値・振巾・短値の出現期

により、千葉県沿岸定地の水温変化を分類すると表6

のように大別できる。

*liぽ1.O"C以ド、また R，sin (8，十2t) の項はこの曲線の性質から総体的な振巾の増加lにはあまり働かす¥

冬期の振巾を小さく夏期の振巾を大きくする傾向がみられる。
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表5 千葉県にある 4測候所の日平均

気温の旬別平均値(l963~1972) 

λ1i 千葉 館山 勝浦 銚子

上 4.60 5.73 6.06 5.70 

1 中 4.79 6.09 6.39 5.84 

下 4.63 6.41 6.27 5.90 

上 4.36 5.80 5.66 5.42 

2 中 5.08 6.50 6.31 6.38 

下 5.25 6.75 6.46 6.59 

上 5.87 6.65 6.77 6.85 

3 中 7.42 8.40 8.54 8.18 

下 9.52 10.12 10.56 10.33 

上 11目53 12.44 12.21 11. 73 

4 中 12.86 13.28 13.08 12.78 

下 14.75 15.38 14.86 14.30 

上 16.79 17.21 18.39 16.09 

5 中 17.97 17.94 17.44 16.95 

下 18.65 18.68 18.27 17.80 

上 19.50 19.74 19目。2 18.58 

6 中 20.64 20.98 20.03 19.11 

下 20.09 22.36 21.22 20.79 

上 22.74 22.89 21.54 20.85 

7 中 24.65 24.46 23.27 22.64 

下 26.12 25.69 24.50 24.10 

上 26.76 26.36 25.70 25.41 

8 26.88 26.36 25.64 25.82 

下 25.65 25.44 25.04 24.93 

上 24.00 24.09 23.96 23.70 

9 中 22.05 22.51 22.50 22.29 

下 20目35 20.96 20.88 20.96 

上 17.81 18.41 18.41 18.86 

10 中 16.64 17.01 17.35 17.86 

下 15.50 15.74 16.38 16.76 

上 14.33 14.88 15.54 15.56 

11 中 11.64 12.77 13.18 13.22 

下 10.10 11.42 11目77 11.47 

上 8.66 9.62 10.35 9.98 

12 中 6.94 8.36 8.78 8.42 

下 6.10 7.37 7.90 7.59 

38 年年降6 月
n~o 

備 考 42ijô~43 

年旬迄5月欠上

表6 千葉県沿岸定地観測点の水温変化の分類

ぶ壁土 年閣の平均値 年ら閣極の平均値か
値までのrfJ

極径るの時出現
す期

千葉・木更津 平、低い 大きい
早28〈月月出上上現旬旬す頃る・

富津 (16.4 )-17 .3'C 1O'c土

館山
高い

ゃ、小さい6.2'c
遅〈出現Tる

干含・小湊 18.7---: 18.9'c 
小さい 2月下旬5.2-5.3'C 

銚 子 低P 16.0'C や‘小さい6.2'C
8月下旬頃

2 ) 4測候所の気温変化と沖合水温変化についも

沿岸域の気温変化について、地点別に特殊性があるの

か、また、主当i然

られることカか、ら、地点~11 に差異が見られるが否か等を

知るために、先に示した4測候所の観測結果から導い

た近似式について比較を試みた。

この結果、千葉と勝浦ではや‘水j誌と同ビ傾向が見

られているものの、いずごれの要素についても各地点問

に水温のような顕著な差は見られない。ただ、極{直の

出現期については、偶然であったのか、千葉と館山・

勝j甫と銚子が同じであり (10'~ 1句を示すごとから)、

東京湾側(千葉・館山)と太平洋側(勝浦・銚子)と

の問に約半旬のズレがあって、気温の変化が商から東

へ移ることを示唆しているようで、興味を引く。

いずれにしても、千葉県沿岸域の気温の年変化の様

子はあまり地域差がないといえよう。

一方海水自体の年変化ということで、房総沖合およ

びさらに北方の沖合部の水温変化を比較した。

St，C 7・ClO・ C24の比較から、房総沖合では野島

埼沖から銚子i中まで、沖合ほど(恐らく黒潮流軸まで)

年間水温平均値は高〈、年間の温度変化の巾は小さく

なっている。これらの傾向は緯度よりも、離岸距離に

比例するであろうことが想定される。

これに対し銚子北方351盟にある大洗の20哩東沖合で

は、年間の変化の傾向は房総j中と同様であっても、年

間水温平均値で房総i中の同離岸距離の位置に比べ約2

℃低くなっている。この結果は、房総沖合と大洗沖合とで

は、単に海流が北上することによって降温することで

はなく、海水の系統が異なっているごとを示唆してい

るで、あろう。

以 t、千葉県とその周辺という範囲で沖合水温と陸

地(気温)についてその温度変化を比較すると表7に

示すよう在相違が認められる。



表7 気温の変化と沖合水温の変化との相違

ふぎ 年間の平均値 年ら極間の平均値か
値までのilJ

l~債るの時出現
す期

陸地(気温)
低い 大きい 早2〈月出上上現旬旬す頃・る
14.8-15.4'(; 8.4-10.2'(; 8月

* 高い(肩詑沖合)
19.9-20，4'C 小さい 遅〈出現する

海水 * 2月下旬・

(大証沖合)
ゃ、低い 4.3-4.8'(; 

8月下旬頃17.8'(; 

*20P里東沖合

そして、ごの沖合海水の温度変化と気温の変化が、

沿岸定地観測点の水温変化の両極限にあり、沿岸定地

の水温変化はその観測位置(地形的要因など)によっ

て、沖合水温の変化から気温の変化への移行過程であ

り、その過程が観測位置によってどこまで進行したも

のであるか、換言すれば、結果として、どれだけ気温

の影響を受け、気温の変化に似ているか、その程度を

示しているものであるといえよう。

3) 沿岸定地水温変化の類型化

観測地点の水温変化を、その変化の特徴から大きく

は3つの型に分類した。このような水混変化をi中合水

温の変化、および、気温の変化等と関連付けて眺める

と、大別して千葉~富津は、気温の変化と類似した変

化で沿岸定地水温が経過する区域、ごれに対し館山~

銚子は、沖合部の水温変化と類似した変化で、沿岸定

地水温が経過する区域であるといえる。

しかし、館JlI-銚子では、館山と銚子の振巾がやや

大きく、極{直の出現期ではやや館山が早いことなどか

ら、千倉、小湊に比べ、館山・銚子は幾分、気温の変

化lこ近いといえるであろう。

とくに銚子については、 fト問水温平均値が極端に低

いことから、 H月らかに館山・千倉・小湊とは別の類型

と考えられる。すなわち、館111-小湊では房総沖合水

混に対し、平均値で1.2-1SCの較差であるのに対し、

銚子では、房総沖合の水温と約2
0

Cの車交差をもっ大洗

沖合の水温に比較しても、さらに約2
0

Cの較差がある

からである。この事実は、銚子の沿岸定地水温が、房総

沖合よりも、さらに北方の沖合水温変化との関連から

生ビたものであると考えるのが妥当であろう。沿岸水

温の変化が、より北方の沖合水温と深い関連があるこ
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とについては、大洗の水域で久保10)が述べている。そ

の考えを銚子にまで拡大することは、距離的に見ても、

地形的に見ても差し支えないであろう。

また、先に示した近似式の中で銚子の式の第三項以

下のf直が比較的大きいことは、単に沖合水と気温だけ

でなく他の要因としては、利根川河川水の影響なども

考えられる要因ではないだろうか。吉原3)は銚子のjG

岸定点、観点.Uで比重において利根川の影響がはっきりあ

らわれていると述べている。

次に、水温変化の型とその地理的な拡がりについて

述べる。千葉県沿岸域を地形的な雨から、内湾域・内

房域・外房域・九十九里域・銚子域と大別した場合、

今までの記述により、内湾域→千葉・木更津・ (富津)

の型、外房域→千倉・小湊・ (聖子島・勝浦)の型、銚

子域→銚子の型、をあてはめることが可能であろう。

そして、水温変化の型の呼称、については一応それぞれ

の地域名、内湾型・外房型・銚子型を付した。また、

水温変化が気温・沖合水温の及lます影響度の観点から、

内湾型→気温主導型、外房型→房総沖合水温主導型、

銚子型→房総以北の沖合水温主導型とも名付けた。

内房域については館山の型が考えられる。この他、

表4に示したのり漁期前半における各地点の水混変化

から、この時期については地理的に、南部が館山型に

類し北部が子葉裂に類する事例がある。この傾向は東

京湾への海水の流入状況、浅海部の地形構造等を考慮

すると、年聞を通ヒてもほぼ同じであろうと想定され

る。-般的には、内房域は外房型から内湾型への移行

区域と考えられがちである。しかし、実際には、南部

は外房型の色彩が強くその現われた型が館山型であり、

北部は内湾型に近い型を示し、異在る点は恐らく年間

平均値から径i直までの巾が内湾よりやや小さくなる程

度であり、地理的位置によって準外房型と準内湾型に

分けられる区域と考える。**

残る一つの区域、九十九里域については現在まで全

く知見が無いから今後の調査に期待するほかはない。

しかし、傾向としては、地形的に水深の浅い部分が広

いことや、湾入していることなどから、内房北部がそ

うであるように沖合水は差し込みにくく、気温の影響

を受け易いように考えられる。また、房総沖合を北上

する房総沖合流と逆に流れる海流域に入るとすれば、

外房型より銚子裂に近い型をとるように考えられる。

以上、千葉県沿岸定地水温変化の類型化について述

べて来たことを表8に取りまとめた。

**この海域については、昭和46年度に実施した内房海域海洋調査結果に取りまとめ作業中
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表 8 千葉県沿岸定地水温変化の類型化

;f(温変化型の呼称 4く 温 変 ft の 製
型をあてはめ

気温・沖影響合水度温かのら 対域応 「 る 平年間の水温 極年間値平ま均で値のか巾ら (lii値るの時出現
儲 考

i世 名から 均値 す期
られる区域

内 i者 型
やや低い 大きい 10'c :!: 早い 内湾域 気温と殆をんど向ヒょう

な変化する。
31温主導型 2月上旬・

準(r'j房r'j北湾部塑型) 
(16.4)-l7'C士

(やや大きい 8-9'C) 8月上旬頃 北部 内湾影よりやや沖合本温
の響が強い。

内房域

準(内房外南房部型型) 品い やや'1、さい 6'c士 南部 響外房よりやや気温の影
が強l'o

書誌沖合 遅い
本孟主導型 18.8'c:!: 房総沖変合本を温t[nlじよ7卜 房 二刑包 小さい 5'c:!: 外房域

主沖合導水温型
2月下旬・ うな ft する。

房総)).:1似tの沖台本温の
耳詑Jj北t中台 銚 型 低い 16'c土 やや小さい 6'c士 8月下旬頃

鏡子域 変γふ化臼ヌlに ているが、や本昌主導型

4 ) のり養殖と水温変化

古くからのり養殖が行なわれて来た内湾むよひ'内湾

と水温変化が類似している内房北部と、外房型に類似

している内房南部とでは、水視変化の類型が異なるこ

とは既に述べて来たが、のり養殖の観点からさらにこ

の相速について 2 ・3の点触れてみる。

ホ温のir変化は館山で年平均値士6.22'C。千葉が年

平均土9.47'Cである。のりの採苗期に相当し、両地点

ともほぼ同水温になる 9月下旬から、比較的直線的下

降を示す 1月 k句までの水温変化の下降勾配は、一色j

当り千葉1.46'C 館LI10.92"Cである。この比1.46/0.92

~1. 59は両者の年変化の 111の比9.47/6.22~1.52に近

似しているとともに、統計的にも水温下降の而で館山

と千葉の聞には、明らかな差*があることを示してい

る。

次に表2に示された両地点の各16ヶ年の句別水温平

均値の信頼限界のIIJについて、のり養殖に関連深い時

期として、 9 月 ~2 月頃の間比較した。千葉は 9 月中・

下旬が長も大きく、 10月中旬から 11月上旬は最も小さ

くなっている。このような傾向は表9に示した気i温も

全く同様である。

一方館山では年聞を通してもそう大きな変異はなく、

強いてあげれば12 月中旬~1 月上旬がやや大きくなっ

ている。この結果は、 II'J湾の水温変化がやはり気温の

変化に非常に関連深いことを裏付けているとともに、

* Fx~284.5** 5%有意~.4 1 1%千i:i1i8.29

温の影響を受ける。

九十九里域

9月，+，旬・下旬L頁は気温と同様、水温も変異が大きく、

10月中旬以降になると安定することを示し、内房南部

は年末から年始にかけて不安定であることを示してい

るといえよう。

田村11)は、千葉内湾ののり生産と月別では9月・句

別では 9月中旬の水温平均値が、明らかにI七の相関を

示すと報告している。愛知県では{長12) が月別平均気

混の中で9月が生産量と最もおい相関が認められるこ

とを報告している。それ等の原因は、片田 13-15)が

述べているように、 11月上旬頃に発生「るクサレが温

度下降と養殖密度の関連から大きく作用するのであろ

うが、内i角の水温下降の機構が旬別水温平均値の信頼

限界にIJl.われているように、気混との関連で9月中旬・

下旬頃は不安定であっても、 10月中旬以降とくに10月

下旬・ 11月上旬になると安定する型であることも見逃

せない事実であろう。

要約

1 ) 千葉県水産試験場が館山湾で実施している沿

岸定地観測結果のうち、水温についての取りまとめを

行なった。

館山を含め、千葉県沿岸定地7定点の水温観測結果

を Fourier 解析し、年変化を)!I(以式に示した。

2 ) 近似式に示された年平均水温i直・年間平均値

から様{直までの巾、および、極債の出現期の相違から、



表9 内i毒水産試験場観測旬別平均気温の

16ヶ年平均値とその95%信頼限界

月 旬 平均値 95%信頼限界

上 6.1 士0.71

1 中 5.7 土0.53

←F 5.7 土0.65

上 6.0 :tO.61 

2 '1' 6.2 士0.85

下 7.0 土1.01 

上 8.1 士0.96

3 中 9.6 土0.76

下 10.5 :t0.82 

13.5 土1.01 

4 中 15.3 :t0.84 

下 16.7 土0.79

k 18.5 士0.70

5 中 19.7 士0.62

下 20.7 土0.56

21.2 士1.03 

6 中 22.6 :t0.92 

下 23.8 士1.07 

上 24.5 土1.08 

7 25.8 士0.99

下 28.0 士0.64

上 28.6 土0.65

8 中 28.3 士0.65

F 27.0 士0.99

上 26.2 士0.81

9 中 24.8 士1.21

22目6 土0.94

上 19.8 士0.58

10 中 19.1 土0.65

下 16.4 :t0.56 

上 15.7 土0.61

11 中 13.0 士0.54

下 11.3 :t0.92 

上 9.4 土0.52

12 中 8.7 士0.57

下 7.5 土0.96

平 均 0.784 
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千葉県の沿岸定地の水温変化を分類した。

3 ) 沖合部水温の変化と気温の変化も Fourier

解析して近似式を示した6 両者の近似式は、 j合岸定地

ノjく温変化の近{以式の高・低の両極限にある。

4 ) 沿岸定地水温の変化を沖合水温の変化および

気温の変化と関連させ、千葉県沿岸定地の水温変化の

類型化を試みた。

5 ) 内湾沿岸定地の水温変化は気温の変化に類似

している。

6 ) 外房域(九卜九里域を除く)沿岸定地の水温

変化は、房総沖合水温の変化に類似している。

7) 銚子令の沿岸定地水j鼠の変化は、さらに北方の

沖合水温の変化に似ているが、やや気温の影響も現わ

れている。

8 ) 内房域の沿岸定地水温変化は、外房域の型か

ら内湾域の型への移行区域であるが、南部は外房域の

型に類似し、北部は内湾域の型に類似している。

9 ) のり養殖前期の水温下降勾配に、内房南部と

内湾との聞で有為|生が認められる。

10) 旬別水温平均値の信頼限界の差異から、千葉

の水温は気温と同様9月中旬・下旬は不安定であるが、

10月中旬~11月上旬は安定する。館山の水温は12月中

旬~1 月上旬に不安定に在る。
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附表1.昭和25~30 ・ 38~47年館山定地水温、日別平均値と最高・最低値(その 1 ) 

月 1 月 2 月 3 月

次平均
日

最高(年) 最低(年) 平均 数日 最高(年) 最低(年) 平均 数日 最高(年) 最低(年)
数

13.5 14 15.7 (47) 11.6 (27) 13.3 13 15.7 (26) 11.6 (44) 

2 13.5 13 15.6 (41.47) 10.0 (45) 13.1 14 17.8 (26.46) 10.2 (45.46) 

3 13.3 13 15.7 (41) 11.0 (40) 13.6 13 16.8 (26) 11.8 (39.45) 

4 12目5 15 14目6(41) 9.7 (39) 13.3 15 16.7 (41) 12.1 (38.49) 

5 14.6 9 17.0(47) 11.2 (40) 12.9 12 14.6 (29) 9.7 (39) 12.5 13 17.8 (41.46) 10.6 (27) 

s 14.2 13 16.5(28) 13.0 (44) 12.5 12 14.6 (39) 11.2 (45) 12.7 14 15.6 (26) 10.3 (29) 

7 14.0 12 16.7(29) 10.8 (25) 13.4 13 16.2 (27) 11.6 (47) 13.2 13 15.6 (26) 10目9(38) 

8 13.3 13 15.2(38) 9.8 (30.46) 13.4 13 15.2 (27) 11.4 (47) 13.2 12 15.1 (26) 11.0 (27) 

9 13.8 12 17.4(29.46) 11.7 (42) 13.4 12 16.5 (29.46) 11.4 (47) 13.2 15 15.4 (29) 10.3 (38) 

10 14.3 10 17.3 (47) 11.8 (41) 13.0 13 15.7 (29) 9.2 (45.46) 13.7 13 15.9 (26) 10.9 (39) 

11 14.1 13 16.4 (27.44) 10.2 (25.46) 14.3 7 16.0 (41) 12.5 (38) 13.1 12 15.2 (26) 10.1 (38) 

12 13.9 10 15.4 (46) 13.2 (30) 12.7 12 16.4 (27) 10.4 (43) 13.2 13 15.9 (26) 10.3 (38) 

13 13.7 10 15.4 (43.46) 12.0 (41) 13.4 12 16.8 (28.46) 8.9 (42.46) 12.8 13 14.4 (26) 8.4 (38.46) 

14 14.4 12 16.9 (28) 12.0 (41) 13.1 13 15.0 (27目44) 9.8 (42) 13.5 11 16.4 (30) 9.4 (38) 

15 12.7 13 13.7 (41) 11.5 (25) 12目8 12 16.2 (30) 9.1 (38) 

16 13.7 12 15.1 (27) 11.3 (42) 13.3 12 16.2 (26) 9.2 (40) 13.6 13 15.8 (30) 11.9 (38) 

17 13.8 11 15.9 (44) 11.4 (47) 13.2 14 16.1 (26) 10.4 (43) 13.5 13 15.8 (30) 11.8 (28) 

18 13.8 11 15.7 (26) 12.0 (30) 12目9 14 15.7 (26.47) 10.1 (39) 13.8 15 17.4 (30.46) 12.0 (45) 

19 14.3 13 17.1 (26) 12.8 (43) 13.1 13 14.8 (47) 11.6 (39) 13.9 15 16.4 (28) 11.8 (45) 

20 14.8 12 17.8 (26.46) 12.4 (41.42) 12.6 13 14.5 (45) 9.8 (46) 13.8 10 15.6 (29) 11.8 (45) 

21 14.7 12 16.7 (44.46.47) 12.1 (39) 12目9 12 16.8 (41.46) 8.6 (43.46) 15.2 8 15.5 (26) 11.5 (27) 

22 13.6 13 15.6 (40.46) 9.8 (38目46) 13.0 14 16.0 (41) 10.8 (47) 14.1 13 15.9 (30) 12.0 (45) 

23 14.5 12 15.5 (44) 11.3 (39) 13.4 14 15.8 (41) 11.4 (28) 13.7 12 16.2 (29) 11.0 (45) 

24 13.6 12 15.9 (26) 11.1 (39) 13.4 13 14.9 (25.26) 12.7 (29) 13.9 11 16.0 (28.29) 11.4 (45) 

25 13.0 13 15.6 (26) 9.8 (39) 12.5 13 14.8 (25) 9.4 (39) 13.9 14 16.1 (29) 12.6 (45) 

26 13.4 13 15目8(47) 11.1 (38) 13.2 13 14.7 (41) 10.4 (39.47) 13.9 14 16.8 (44.46) 11.5 (43) 

27 13.4 13 15.6 (44) 11.2 (39) 12.0 12 16.2 (29.47) 11.1 (38) 13.9 14 16.6 (29) 10.0 (27.46) 

28 13.6 14 16.3 (44) 11.5 (39) 12.6 12 13.6 (43) 10.0 (25.47) 13.7 9 15.5 (44) 11.1 (41) 

29 13.6 13 14.8 (44) 11.5 (39) 13.4 (27) 11.1 (39.47) 14.4 12 15.8 (30) 13.2 (42.45) 

30 13.3 13 14.8 (44) 11.6 (40) 14目8 14 15.9 (46) 13.5 (38.45) 

31 13.0 12 14.6 (41) 11.2 (39) 14.6 11 16.4 (44) 12.5 (45) 
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ドff表1 昭和25~30 ・ 38~47年館山定地水温、目別平均値と最高・最低値(その 2)

月 4 月 5 月 6 月

1マ平均
日 最高(年) 最低(年) 平均 数日 最高(年) 最低(年) 平均 数日 最高(年) 最低(年)
数

14.7 14 17.0 (29) 13.2 (45) 17.7 11 19.6 (25) 15.9 (45.46) 19.5 11 22.8 (42) 18.8 (45) 

2 15.3 11 17.4 (29.30) 12.8 (45) 17 .9 11 19.5 (25) 16.4 (38) 20.4 13 22.9 (44) 18.8 (29.46) 

3 14.7 13 17.7 (29) 11.8 (45) 19.6 15 23.9 (40.46) 18.6 (46) 

4 14.6 10 16.3 (42) 11.8 (45) 17.8 13 19.7 (42) 16.0 (46) 19.9 13 23.9 (39) 18.6 (41) 

5 15.1 10 16.6 (30) 12.6 (40) 20.3 13 20.7 (39) 16.8 (38) 

6 15.3 10 17.6 (30) 13.4 (40) 17.9 15 19.9 (39) 15目8(46) 20.2 12 22.2 (39) 17.7 (38) 

7 15.4 12 17.6 (301 13.4 (40) 17.8 12 19.9 (391 15.8 (46) 19.9 11 23.6 (42) 16.2 (38.46) 

8 15.2 15 18.2 (29) 12.3 (38) 18.1 14 20.3 (39) 16.4 (43.461 20.4 10 21.9 (42) 18.5 (38.46) 

9 15.5 15 18.4 (29.46) 12.9 (38) 18.1 12 19.8 (441 16.0 (43) 20.6 13 22.7 (47) 17.8 (41) 

10 15.1 13 17.0 (27) 13.6 (38) 18.4 12 20.8 (41.46) 16.2 (43) 20.4 12 23.0 (47) 17.3 (41) 

11 15.6 12 17.4 (30) 14.2 (45) 18.1 14 21.3 (30) 15.9 (38) 20.3 11 22.4 (40) 18.0 (29.46) 

12 14.4 11 18.0 (29) 13.8 (26) 18.8 12 20.4 (47) 17.0 (40) 20.7 13 22.5 (40.42) 20.0 (26.28.29) 

13 15.3 12 17.8 (30) 14.2 (42) 18.6 15 20.3 (42) 17.1 (43) 21.0 12 24.0 (41) 19.9 (39) 

14 15.5 11 17.1 (30) 13.2 (45) 18.9 13 20.3 (301 16宮(27) 21.3 12 23.0 (42) 20.2 (40) 

15 15.5 12 18.0 (44) 13.6 (42) 19.0 14 21.2 (47) 17.2 (27) 21.0 12 23.2 (42) 19.4 (39) 

16 16.0 14 19.9 (251 14.2 (46) 19.5 11 21.8 (471 17.9 (27) 20.9 14 23.8 (42) 18.6 (27.45) 

17 15.9 14 19.8 (25) 12.8 (42) 19.5 11 21.8 (47) 17.8 (45) 21.2 14 23.6 (42) 18.4 (45) 

18 15.7 11 20.1 (25.461 13.9 (44) 19.2 12 21.1 (47) 16.8 (41) 21.6 10 23.7 (42) 20.2 (26.45) 

19 16.1 13 19.8 (25) 14.6 (26.胡.431 19目8 13 21.8 (25.39.40) 17.8 (281 21.3 13 23.4 (42) 20.0 (25) 

20 16.5 14 18.4 (391 12.6 (28) 19.4 12 21.4 (25.46) 17.4 (43) 21.5 12 24.2 (42.46) 20.1 (25) 

21 16.1 13 18.5 (251 14.6 (30) 19.4 10 20.5 (28) 18.2 (27) 21.8 13 22.9 (38) l宮.6(461 

22 16.0 15 18.4 (391 14.2 (42) 19.9 13 20.9 (39) 18.6 (43) 21.3 11 22.9 (40) 19.9 (26.28) 

23 16.3 12 18.8 (39) 14.2 (38) 19.5 11 22.7 (39) 15.6 (41) 21.9 13 24.5 (41) 20.0 (26) 

24 16.2 12 18.3 (251 14.3 (38) 19.5 13 21.5 (38) 16.8 (41) 22.0 12 24.2 (42) 20.3 (29) 

25 16.世 11 19.6 (30) 14.0 (45) 20.1 13 22.5 (40) 17.8 (46) 21.6 11 23.4 (40) 20.0 (27) 

26 16.4 13 19.2 (41) 12.8 (27.46) 19.9 13 22.7 (42) 18.6 (29.41μ) 21.7 13 23.4 (42) 20.2 (43.44) 

27 17.0 11 19.0 (41) 15.4 (451 20.1 15 22.8 (39) 18.4 (43) 21.8 13 24.0 (38) 20.0 (27) 

28 16.9 11 19.0 (28) 14.0 (27) 19.7 12 21.2 (30) 18.5 (46) 22.4 11 24.4 (44) 20.9 (43) 

29 17.5 3 19.8 (25.46) 15.0 (271 19.6 14 21.4 (46) 17.6 (40) 22.6 8 24.2 (41) 21.0 (43) 

30 17.0 14 19.8 (41.46) 13.4 (401 20.3 10 22.8 (42) 19.4 (28) 22.6 12 23.8 (30) 19.6 (45.46) 

31 20.0 12 23.6 (42) 18.0 (29) 



53 

附表 1. 昭和25-30・38-47年館山定地水温、日別平均値と最高・最低!直(その 3)

月 7 月 8 月 9 月

百平均 日 最高(年) 最低(年) 平均
日

最高(年) 最低(年) 平均
日

最高(年) 最低(年)
数 数 数

22.0 12 24.1 (38) 18.0 (45) 24.7 11 25.7 (30) 23.1 (29) 25.4 12 27.3 (39) 23.8 (28) 

2 22.0 12 25.7 (38) 19.8 (45) 25.1 12 27.3 (38) 21.7 (41) 25目。 13 27.5 (39) 23.5 (25) 

3 22.3 13 24.3 (38) 20.2 (43) 25.7 12 27.4 (38) 23.0 (41) 25.1 10 27.3 (39) 23.0 (30) 

4 21.8 12 24.8 (30) 19.9 (45) 25.3 8 26.8 (47) 24.2 (45) 26.5 14 26.8 (45) 23.2 (29) 

5 22.4 12 23.6 (30.42.49) 20.4 (44) 25.7 14 29.2 (42) 21.9 (44) 25.5 12 26.9 (41) 23.5 (43) 

8 22.3 13 24.4 (30) 19.7 (45) 25.7 12 27.9 (43) 23.2 (44) 25.5 13 27.1 (47) 23.4 (43) 

7 22目。 14 24.2 (42) 20.2 (25) 25.7 14 27.8 (42) 23.0 (41) 25.2 12 27.4 (47) 23.1 (43) 

8 21.5 14 25目。 (38) 19.8 (45) 25.7 12 27.4 (43) 23.6 (45) 25.3 12 27.2 (47) 24.4 (27) 

9 22.7 12 25.4 (38) 19.9 (44) 26.2 10 27.2 (47) 24.0 (41) 24.6 14 27.0 (47) 22.9 (40) 

10 22.8 11 25.2 (38) 19.9 (44) 26.2 12 27.2 (40) 23.3 (45) 24目8 13 27.0 (29) 22.9 (38) 

11 22.8 11 24.0 (42) 21.3 (45) 26.1 12 27.8 (44) 24.1 (45) 25目l15 28.2 (41) 23.6 (43) 

12 22.8 12 24.8 (25) 20.4 (44) 26.0 12 27.0 (47) 24.8 (45) 24.9 12 27.3 (42) 23.3 (43) 

13 23.3 12 24.4 (30.45) 21.8 (26) 25.8 11 26.8 (41) 24.0 (45) 25目。 12 28.8 (43) 22.8 (26) 

14 23.0 11 24.3 (40) 20.2 (26) 26.0 13 幻.4(42) 23.9 (40) 25.2 12 26.9 (28) 22.8 (40) 

15 23.5 14 27.6 (30) 20.4 (39) 26.1 10 27.4 (43) 24.5 (39) 26.0 6 29.0 (28) 24.2 (40) 

16 24目9 12 26.0 (30) 20.3 (26) 26.4 9 27.6 (27) 23.7 (40) 24.9 13 27.0 (25) 23.0 (43) 

17 23.7 13 26.6 (42) 21.1 (39.43) 26.2 11 27.4 (42) 22.4 (44) 24.6 13 26.8 (26) 22.6 (43) 

18 24.6 12 27.8 (30) 21.6 (26) 26.5 13 27.6 (29.41) お.2(44) 24.6 14 27.6 (25) 21.9 (43) 

19 24.5 13 27.8 (30) 22.4 (29) 26.1 14 28.2 (43) 21.8 (38) 24.7 12 27.6 (41) 23.0 (26) 

20 23.9 12 27.0 (30) 21.2 (39) 26.7 11 28.9 (41) 25.7 (39) 24.3 13 25.0 (29.43) 23.2 (38) 

21 23.4 11 26.4 (25) 20.6 (40) 26.2 13 28.2 (41) 24目4(45) 23.9 13 26.4 (39) 22.0 (30) 

22 24.6 14 26.8 (44) 22.4 (29) 26.0 12 28.2 (43) 23.6 (47) 24.2 10 25.6 (29) 21.9 (30) 

23 24.3 13 26.6 (30) 22.8 (29) 25.7 12 28.8 (29) 23.4 (47) 24目5 5 26.5 (29) 22.5 (38) 

24 24.6 13 26.4 (44) 22.8 (26) 26.2 13 29.0 (29) 23.1 (47) 23.6 8 27.2 (29) 21.1 (39) 

25 25.0 12 26回世 (44 ) 23.5 (39) 25.8 11 29.2 (26) 23.2 (47) 23.0 13 26.6 (29) 21.3 (40) 

26 25.0 12 26.9 (44) 22回自 (41) 25.5 13 27.2 (41.45) 23.4 (28) 23目912 25.4 (28) 22.4 (30) 

27 24.宮 12 27.0 (30) 21.4 (43) 25.5 12 27.2 (41.45) 23.4 (28) 23.5 13 25目5(41) 21.4 (26) 

28 24.9 12 27.2 (43) 22目。 (40) 25.8 11 27.2 (29) 23.2 (28) 22目914 24.7 (28) 20.4 (45) 

29 25.5 14 27.0 (30) 24.0 (28) 25.9 10 27.6 (45) 24.5 (39) 23.3 13 25.2 (28) 21.9 (45) 

30 25.5 10 27.8 (30) 23.4 (45) 25.4 11 27.0 (41) 23.8 (47) 23目212 24.6 (30) 20.8 (38) 

31 25目。 12 26.2 (47) 23.4 (27) 25.2 12 26目4(39.47) 22.4 (28) 
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ドff表1. 昭和25~30 ・ 38~47年 長官山定地水温、目別平均値と最高・最低値(その4) 

月 10 月 11 月 12 月

}て平均
日 数日 最高(年) 最低(年) 平均 H H J、， 最高(年) 最低(年)
数 最高(年) 最低(年) 平均

1 I 22.9 13 24.4 (26) 20.9 (38) 20.4 12 21.4 (40) 19.8 (30.43) 17.7 12 19.7 (39) 15.2 (26) 

2 23.1 13 23.4 (26.28) 20.5 (38) 20.0 I4 21.4 (26) 18.1 (39) 16.9 13 20.8 (27) 15.6 (38) 

3 22.6 II 23.4 (26) 17.4 (25) 17.2 9 19目4(27) 15.3 (38) 

4 22.8 13 24.2 (291 1宮6(25) 19.9 14 22.1 (45) 18.[ (38) 16.4 13 [9.1 (27) 14.0 (45) 

5 22.4 14 23.7 129.471 17.3 (25) 19.8 1I 22.0 (45) [8.2 (44) 16.6 [[ 18.2 (39.42) [4.0 (45) 

6 22.5 12 22.8 1291 18.7 (25) 19.7 [4 22.0 (45) 18.0 (44) [6.3 12 [8.6 (27) 14.4 (29) 

7 22.4 [4 23.6 1391 20.4 (40) 20.1 1I 21.8 (27.45) 17.9 (39) 16.6 [[ 18.5 (4l) [4.6 (26.40) 

8 21.8 12 23.8 (45) 19.9 (44) 20.3 [4 22.[ (42) 18.8 (43) [6.2 12 [7.8 (29) 14.4 (40) 

9 22.6 II 23.8 1451 20.4 (441 [9.4 [2 21.7 (40) [7.[ (39) 16.0 [4 19.2 (29) [4.2 (44) 

10 21.3 8 24.5 (451 16.8 (38) 19.4 12 21.7 (27) 16.3 (39) 15.9 13 18.6 (29) 14.5 (27) 

11 22.2 12 23.0 1271 18.7 (38) 19.0 12 21.8 (40) 17.0 (30) 16.2 14 18.3 (29) 13.4 (44) 

12 22.2 9 22.4 (45) 18.8 (38) 18.9 11 20.1 (39) 18.0 (28) 16.2 11 17.9 (41) 14.8 (26.42) 

13 22.6 13 24.8 (45) 18.9 (44) 18.9 [2 20.8 (27) 17.3 (42) 15.6 13 18.8 (27) 14.1 (41) 

14 22.0 13 23.8 (25) 19.4 (43) 18.8 13 21.4 (45) 16.2 (30) 15.9 14 18.1 (27) 13.9 (4l) 

15 21.9 II 24.3 (26) 19.8 (43) 18.6 12 20.3 (44) 17.3 (30) 15.6 [[ 18.6 (27) 14.2 (41) 

16 22.8 [[ 23.2 (45) 20.2 (43) 18.1 13 20.5 (25) 16.0 (45) 15.5 14 18.2 (27) 13.0 (43) 

17 23.1 10 23.4 (44) 19.8 (43) 18.3 11 20.8 (47) 17.1 (42) 15.6 13 18.0 (27) 12.9 (40) 

18 22.2 12 22.7 (41) 19.4 (40) 17.8 1I 20.2 (47) 16.6 (28) 15.4 [[ 17.1 (27) 11.9 (42) 

I事 22.0 13 24.4 (25) 19.4 (38) 18.2 11 20.4 (27) 15.8 (30) 15.2 13 19.8 (27) 12.4 (42) 

20 21.5 13 幻 4(26) 18.4 (40) 18.3 1I 19.8 (25) 17.2 (26) 15.0 10 16.8 (41) 13.4 (44) 

21 21.3 13 22.5 (26) [7.8 (43) 17.8 1I 19.6 (25) 14.2 (30) 15.0 13 19目2(30) 14.4 (41) 

22 20.8 11 おo(27) 17.6 (43) 17.9 12 19.8 (26) 15.8 (29) 16.1 12 19.1 (27) 13.宮(42) 

23 21.8 12 22.6 (45) 17.2 (43) 15.5 11 18.0 (30) 13.8 (40) 

24 21.8 12 23.3 (45) 16.1 (43) 18.6 12 19.8 (26) 17.2 (44) 16.1 [[ 18.2 (27) 13.6 (45) 

25 21.6 10 22.2 (47) 11.2 (43) 17.6 12 21.2 (40) 15.1 (44) 15.3 [[ 17.6 (27) 12.8 (40) 

26 21.5 13 23.8 (45) 11.6 (29) 11.1 10 19.2 (43) 15.8 (41.45) 15.0 12 16.4 (44) 13.2 (30) 

27 21.7 13 22.6 (45) 11.6 (39) 11.9 12 20.0 (43) 15.4 (44) 14.6 [[ 16.2 (27) 12.8 (38.40) 

28 20.7 14 22.0 (47) 17.1 (39) 17.3 10 20.0 (25) 14.8 (29) 

29 20.6 12 24.5 (41) 11.9 (38) 11.0 12 20.4 (42) 14.5 (38) 

30 20.4 14 21.2 (30) 18.4 (39) 11.1 10 19.6 (40) 15.2 (26) 

31 21.0 II 21.4 (41) 18.5 (39) 
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附表2. その 1 富津月別平均水温 Cc)

¥伊¥空 1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966 

1 5.7 6.5 5.5 

2 6.1 5.2 8.4 

3 宮.3 8.7 10.8 

4 15.4 15.9 12.1 14.2 

5 19目5 19目7 19.0 

8 24.3 22.4 

7 27目。 24.0 

8 27.1 27.5 27.9 27.2 

9 25.6 26.6 25.7 22.6 23.8 22目6 23.7 

10 18.2 17.3 18.4 18.3 

11 14.3 14.2 11.6 14.4 

12 9.1 7.5 9.6 

一
|討表2. その 2 千倉(平磯)月別平均水温Cc)

¥汗¥T 1967 1968 1969 1970 1971 1972 平均

I 14.7 15.1 14.9 16.5 16.0 15.44 

2 14.4 14.4 14.0 14.6 15.2 14.52 

3 13.8 15.2 13.7 14.8 15.0 14.50 

4 15.2 16.1 15.0 15.5 16.0 15.56 

5 20.5 17.9 18.1 18.7 17.9 18.0 18.52 

6 21.8 20.4 18.6 18.9 19.2 19.2 19.68 

7 22.7 22.4 20.4 22.1 20.2 21.2 21.50 

8 24目2 25.1 21.8 24.8 24.6 23.0 23.92 

9 25.8 23.6 23.7 25.2 23.1 23.5 24.15 

10 21.8 21.5 20.2 23.3 21.6 22.1 21. 75 

11 19.3 17.8 19.9 20.5 18.6 19.1 19.20 

12 15.7 17.2 16.6 16目3 15目2 17.0 16.33 
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Pft表2.その3 富津旬別平均水温 (U

ふ空 1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966 平均

上 6.0 6.0 

I 中 5.6 8.0 5.9 6.5 

下 5.4 5.8 5.9 6.1 5.8 

上 6.4 5.2 8.7 6.7 

2 円子 5.7 5.7 8.5 6.6 

下 6.1 5.3 4.6 8.2 6目。

上 8.6 7.3 6.6 10.7 8.3 

3 中 9.4 9.0 10.8 9.7 

9.8 10.4 10.2 10.7 10.2 

上 14.0 14.3 14.1 10.4 13.2 

4 中 15.6 15.7 12.9 13.4 14.4 

下 16.9 17.4 12.6 17.3 16.0 

上 18.3 22.9 18.5 19.9 

5 中 20.2 19.3 19.7 

下 20.2 21.1 19.4 20.2 

上 24.9 21.3 21.8 22.6 

6 中 23.3 21.7 21目6 22目2

下 24.7 23.8 24.2 

上 26.9 23.2 25目。

7 中 27.2 24.7 25.9 

下 24目。 (24.0) 

上 28.8 26.8 28.8 27目1 27.8 

8 中 26.3 28.0 28.1 26.7 27目5

下 26.5 27.6 27.1 24.2 26目9

上 27.0 28.6 26.7 25目1 27.4 22.8 26目5

9 中 26.7 25.9 26.8 23目1 24.2 21.5 23.5 24.7 

下 23.4 24.8 23.8 20.3 20.3 18目3 22.9 22.4 

上 20.3 18.8 20.7 19.7 19.5 

10 中 18.7 18.0 17.7 21.5 18.9 

下 15.8 15目2 15.5 

上 15.7 14.7 15.2 

11 中 14.3 14.4 13.2 12.4 13.5 

下 13.0 13.3 9.9 13.4 12.4 

上 9.2 8.7 11.1 9.6 

12 中 10.7 8.9 6.9 9.2 8.0 8.7 

下 7.6 9.6 8.1 8.4 
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附表2. その4 千倉(平磯)句別平均水温 ('C)

\月\旬~年 1967 1968 1969 1970 1971 1972 平均

上 13.5 13.3 14.4 16.8 15.2 14.6 

1 中 13.9 15.6 14.5 16.5 16.6 15.4 

下 16.1 16.1 15.5 16.2 15.8 15目9

上 14.8 15.5 13.1 14.8 15.1 14.7 

2 中 14.6 13.8 13.5 15.0 16.3 14.6 

下 13.9 13.4 15.5 13.9 14.5 14.2 

上 13.6 15.1 14.3 14.3 14.2 14.3 

3 中 13.2 15.3 13.6 15.0 15.8 14.6 

下 14.5 15.1 13.2 15.1 15.2 14.6 

上 15.7 15.0 15.3 14.8 15.5 15.3 

4 l 中 15.6 15.0 16.1 14.6 15.1 16.5 15.5 

下 18.5 14.8 17.2 15.2 16.5 15.8 16.3 

18.8 16目8 16.9 17.6 16.9 17.7 17.5 

5 中 21.4 17.4 18.5 19.1 18.5 18.0 18.8 

下 21.1 19.4 18.8 19.3 18.2 18.2 19目2

21.6 20.5 19.3 19.2 17.8 19.3 19.6 

6 中 22.6 18.6 18.5 19.2 19.5 17.2 19.3 

ド 21.3 21.9 17.9 18.2 20.4 20.8 20.1 

上 22.0 21. 5 17.7 20目7 20.5 19.7 20.4 

7 中 24.6 21.8 20.4 22.2 19目9 20.3 21.5 
卜

ド 21.5 23目8 22.9 23.3 20.1 25.0 22.7 

上 27.3 24.6 19.3 24目2 24.6 25.9 24.3 

8 中 21.8 25.2 23.9 24.5 24目。 20.5 23.3 

下 23.0 25.5 22.0 25.6 25.3 22.6 24.0 

上 25.4 23.7 23.4 26.1 22.4 25.3 24.4 

9 
中下

26.7 23目9 23.7 25.9 23.3 22.5 24.3 

25.4 23.0 24.1 23.6 23.9 22.9 23.8 

上 22.2 23.3 21.8 23.5 22.0 22.7 22.6 

10 <1' 22.5 21目2 19.5 23.9 21.9 22.2 21.9 

下 21.1 20.0 19.5 22.7 20.8 21.4 20.9 

上 20.3 19.8 20.2 22.3 19.2 20目5 20.4 

11 18.0 16.5 20.5 19.6 18.1 20.3 18.8 

下 19目6 17.1 19.0 19.8 18.6 16.5 18.4 

上'jl 

19目 1 18.0 17目7 17.0 15.4 16.6 17.3 

12 14.4 17.6 15.9 16.3 15.0 17.2 16.1 

下 13.3 15.6 16.3 15.7 15.2 17.0 15.5 
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追橋昭和48年の結果が得られましたので、付表S

として付け加えました。

付表3 館山定地水温昭和48年の句平均値・月平均値と17ヶ年平均値

11 旬 '1' ~ヨ 値 月 平 均 I直

昭和 48年 25 30 17ヶ年 昭和 48年 25 30 17ヶ年38 -48 38 - 48 

上旬 12.8 14.01 

1 中旬 12.8 13.97 12.7 13.81 

下旬 12.5 13.57 

上旬 11.7 13.12 

2 中旬 15.4 13.24 13.7 13.14 

下旬 14.5 13目04

上旬 12.0 13.11 

3 中旬 13.2 13.47 13.4 13.58 

下旬 15.1 14.08 

上旬 17.4 15.29 

4 中旬 18.2 15.84 17.9 16.00 

下旬 18.2 16.74 

上旬 17.8 17.99 

5 中旬 19.0 19.05 18.5 19.08 

下旬 18目7 19.79 

上旬 19.9 20.25 

6 中旬 20.5 21.12 20.7 21.06 

下旬 21.7 21.91 

上旬 23.9 22.39 

7 中旬 25.5 23.71 24目5 23.68 

下旬 24.0 24.63 

上旬 26.4 25.69 

8 中旬 26.8 26.39 26.4 25.89 

下旬 26.0 25.91 

上旬 24.3 25.15 

9 中旬 23.6 24.81 24.1 24.58 

下旬 24.4 23.74 

上旬 23.2 22.01 

10 中旬 21.4 21.46 21.4 21.29 

下旬 20.0 20.48 

上旬 19.8 19.91 

11 中旬 18.6 18.61 18.5 18.70 

下旬 17.1 17.66 

上旬 14目2 16.43 

12 中旬 14.7 15.56 14.0 15.80 

下旬 12.8 15.21 
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チョウセンハマグリ移殖放流調査

廃

方法および結果

移殖実績昭和43年から昭和46年までに、天津漁業

協同組合(浜荻)で移殖したチョウセンハマグリの移

植数、襟識個体数、移殖量は表1に示したとおりで、

移殖量は、昭和43年3.32屯、昭和44年2.0屯、昭和45年

4.51屯であった。このうち、標識貝の割合は、昭和43

年14.5%、昭和44年37.5%、昭和45年51.2%であった。

義尾仁・高修・坂本

はじめに

鴨川湾の天津浜荻地先におけるチョウセンハマグリ

の移殖方必定調査は、遠山らによって行なわれ、すでに

報告されているが1)、筆者らは昭和46、47と継続し調

査を行ない、移殖後の成長、再捕率、資源量などに若

干の知見が得られたので報告する。

本調査に協力していただいた天津漁業協同組合浜荻

支所長藤後氏、ならひ1二、同職員の諸氏に感謝の意を

表する。

国石

チョウセンハマグリ移殖実績

移 殖年月日 推定移殖数(個) 標識{国体数(個) 移殖量(屯) 標識貝の割合(%)

昭和43.12. 25 56，000 8，120 3.32 14目5

昭和44.12. 26 20，788 7，798 2.00 37.5 

H自和45.12. 23 
96，323 49，339 4.51 51.2 

1Ii'l和46. 2. 23 

表 1

天i章小湊町

¥.-， 

'--¥ 

500m 

J
.
，t.
，I
・

。
。

鴫川市

(漁場は浜荻i巷から待崎)チョウセンハマグリの移殖区域図1
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移殖場所 チョウセンハマグリの移殖場所は鴨川湾

天津小湊田Ti兵荻j也先の、水深5m J-).i主であった(図 1)。

チョウセンハマグりの漁獲量 天津漁業協同組合

(浜荻)に水揚げされたチョウセンハマグリの漁獲量

は、移殖前の昭和42年には3.6屯であったが、移殖を始

めたJlilfU43年には11.5屯に増加Il、移殖後1年日の昭

和44年には14.8屯と最l吉1の漁獲量をしめした。しかし、

昭和45年には4.7屯に減少し、昭和46年には1.2屯と最

低の漁獲量になった(図2)。 1.15 
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チョウセンハマグリの移殖後1カ年の成長

(日目和45年に移殖し、昭和46年に再捕)
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成
長
倍
率

チョウセンハマグリの成長倍率は図3、4、

5、6に示したとおりで、殻長が大きくなるにしたが

って成長倍率が低くなり、殻長80-9伽mでは殆んど成

長し主くなっている。

殻長55-60酬では、移殖後1年目の成長倍率は1.17

倍でそれほど良好で、ない。 2年目には移殖時の1.42f音

でや、良好になった。また、 3'Io日以後はふたたび成

長が悪くなった。

成長には(悶{本差があるが、殻長6伽mの満3年貝2)を

移殖した場合、成長の良いものでは、移積後 I年で70

.2mm、2年目で85.2mm、3年目で90.伽 m、4年目で92

ιnm、 (満7年)に成長すると推定した(図7)。

体重は、殺長との関係 (al8)から、移殖H寺の殻長

60mm、体重57.5gの(間体は、 1年目では86.8g、2年目で

144.1g、3年目で166.旬、 4年目で178.3gになると推

定した。

成長

チョウセンハマグリの移嫡後2カ年の成長

(昭和44年に移殖し、昭和46年に再捕)

図4
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ー一一→殻 長
図7 チョウセンハマグリの殻長による成長の相違f7lJ

(附の駒Iとし僻でしめす ) 
0一教長50~60皿、一一 0--60~70 回目、 l

-0--70~80 mm ノ凶5 チョウセンハマグリの移獄後3カ年の成長

(昭和44年に移殖し、昭和47年に再捕)
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殻 長 ー→殻 長

図6 チョウセンハマグリの移殖後4カ年の成長

(昭和43年に移殖し、昭和47年に再捕)

図8 チョウセンハマグリの体重と殻長の関係

(関係式のyは体重、 zは殻長をしめす)
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再捕チョウセンハマグりの穀長組成昭和44年の移

殖貝の殻長組成、再捕した標i龍ハマグリの移殖時の殻

長重lIhx:は、表2、図9に示したとおりで、昭和44年の

移殖貝は殻長70~80回mが多かった。昭和46 、 47年に再

捕した標識ハマグリの移殖時の大きさも殻長70~80聞

が多い。また、殻長組成もほぼ同じであった。ごのこ

とは、殻長50mm以上の移殖貝は、移殖後3年間以内で

は、歩留り率、移動による分散がほぼ同じ割合で生ピ

ることを示しているので、生活の場が同じであると考

えて良い。昭和45年移殖貝の殻長組成は不明で、あった

が、昭和46、47年に再捕した標識貝の移殖時の殻長組

成もほぼ同様で、あった(図9)。
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表2 昭和44年標識貝の移殖時の殻長組成

(遠山3)未発表資料増補)
(%) 

殻長(mm) 移殖時 昭和46年※昭和47年※

45-50 0.8 2 3.7 

50-55 2.2 2 1.9 

55-60 8.8 4 13.0 

60-65 14.5 8 5.6 

65ー 70 11.0 16 11.1 

70ー 75 27.7. 34 42.6 } 61.1 
75-80 

;~:3} 57.0 ;~} 58.0 
18.5 

80-85 4.9 6 3.7 

85-90 0.8 2 

※(自百和46年、 47年に水揚げした標識貝の

移殖時の殻長組成を示す。)

昭和45年移殖

(白:平均殻長78.7皿皿)

昭和47年再捕

(再捕時平均殻長86.7mm)

昭和45年移殖

(白:王子均殻長78.8mm)

昭和46年再捕

(再捕時平均殻長80.7mm)

昭和44年移殖

(白:平均殻長73.lmm) 

昭和47年再捕

(再捕時平均殻長87.4皿皿)

昭和44年移殖

(白:平均殻長71.1皿皿)

昭和46年再捕

(再捕時平均殻長85.0mm)

図9 再捕した標識チョウセンハマグリの成長前の殻長組成

(黒は、再捕時の殻長組成、白は、成長前の殻長組成)
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チョウセンハマグリの資源量の推定移殖したチョ

ウセンハマグリの分散が均・であるので、標識貝の歩

留りを100%と仮定して、資源量の概算を把握するため

に Schnabel 法4)により、天津漁業協同組合で管理

する治、場の資源量を推定すると、昭和44年には、 1:!..If

70万個、昭和45年は47万個、昭和46年は33万i固であっ

た(表3)。

移殖貝の再捕率昭和43年に移殖した移殖貝の再捕

率は、昭和44年に21.1%、昭和45年lこ5.6%、昭和46年

lこ0.7%であった。昭和44年の移殖貝は、昭和45年に19

.8%、昭和46年に1.9%であった(表4)。このことは、

漁獲量の多い年には再捕率も高いことを示し、また、

移殖後2年以上では再捕率が極端に低下しでいる。

表3 鴨川湾天津j兵荻f也先のチョウセンハマグリの資源量推定値

個体群中 採捕数 年 t 1 の Schnabel 
年 、入 il"こ 採捕数 中の標 本号りにおける i1< !7) 

標識のft 議の数 標識の総数 ;佳定{直

t-l ;e:n tMt 
t Rt nt mt Mt~;e: Rt-mt-l n t ivIt ;e:ntMt 呂田t

I 
~mt 

昭和43年 8，120 

昭和44年 7，7宮8 148，470 1，712 8，120 1，205，576，400 1，205，576，400 1，712 704，192 

昭和45年 49，339 39，167 2，008 14，206 556，406，400 1，761，980，800 3，720 473，651 

昭和46年 。320 38 61，537 19，691，840 1，781，672，640 5，432 327，996 

表4 移殖貝の再捕率

昭和43ij'.移殖貝 昭和44年移殖貝 昭和45年移殖貝

採主li{j'. 個体数 再捕率 {国f{;数 再捕率 {固体数 再捕率
(% ) (%) . (% ) 

lIil和44fje 11，807 21.1 

昭和45年 3，159 5.6 4，125 19.8 6 。
昭和46年 407 0.7 396 1.9 1，799 1.9 

言十 15，373 27目4 4，521 20.7 1，805 1.9 

表5 移殖貝の混獲率

昭和43年移殖貝 昭和44年移殖貝 昭和45年移殖貝 天然貝

採 J市年 1困1本数 混(J%整率) f悶伴、主主
混(獲%率) 

I国[本数 混(J%聾率) *漁(獲%割)合

昭和44年 11，807 8.0 92.0 

昭和45年 3，159 8.1 4，125 10目5 6 。81.4 

昭和46年 407 4.3 396 4.2 1，799 18.9 72.6 

*漁獲量のうち天然貝の占める割合
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移殖貝の混獲率 漁獲量のうち、移殖貝の占める割

合 (i琵獲率)を年次別にもとめると、昭和43年度の移

殖貝における混獲率は、昭和44年に8.0%、昭和451j'.

8.1%、Jli'l和46年4.3%であった。昭和44年度の移殖貝

におけるそれは、昭和45年に10.5%、昭和46年に4.2%

であった。さらに、昭和45年度の移殖貝におけるそれ

は、昭和46年に18.9%であった(表 5)。このことは、

天然、貝の多い年には、漁獲量が多くなり、移殖貝のj昆

J生率が低下することを示していた。その反面では、天

然貝が少なくなると、移殖貝の割合が増加 Fる。なお、

天然貝の占める割合は、昭和44年92.0%、昭和45年81

.4%、昭和46年72.6%で、漁獲量の大部分が天然貝で

あった。

考察

天津漁業協同組合(浜荻)に水揚げされたチョウセ

ンハマグリの漁獲量は、移殖年の昭和43、44年に増加

し、その後、昭和45、46年には激減した。昭和43、44

年の漁獲量増加の要因は、遠山ら 1)の指摘していると

おり、昭和44年に再捕率の高いごとから昭和43年度の

移殖が刺激になり、単位当り漁獲量の増加と同時に操

業隻数の増加したことによると考えられる。また、資

源量の増加した昭和44年には70万個もあり、しかも、

漁獲量の92%が天然貝であることから、移殖による効

果が漁獲増加に直接影響したとは考えられない。

この水域では、天然貝の資源量が減少すると、移殖

貝の再捕率が低下し、漁獲量は減少する。このことは、

操業回数、隻数の減少することに関連していると考え

られる。この場合は移殖貝のj昆獲率は増加する。

また、移殖後2年以降再捕率が低下するのは、移動

による分散で、密度が低下する 1)とも推定され、海岸線

が8k皿もある鴨川湾のような広い漁場では、資源量が

豊富でなければ、移殖貝の再捕率はf丘くなると考えら

れる。

平均殻長71.1mmのチョウセンハマグリを移殖し、 2

年後に、平均殻長85.0田皿(図8)に成長したものを漁

獲する場合、移殖量よりも多く漁獲するためには、移

殖量をZとすると、重量成長は、体重殻長式より、 89

宮から1439になり、1.6H告になる。再捕率を yとする

と、 1.61xy>Xで、 Y>62.1 (%)になる。したが

って、鴨川湾で再捕率62.1%を期待することは不可能

であるから、移殖用として殻長70皿皿以上のものを移殖

することは効果的でない。

成長倍率より移殖効果を検討すると、移殖後1年以

上経過すると、再捕率が低下するので、移殖後1年で

漁獲し、再捕率を20%として、移殖量 (X)以上漁獲

するには、成長 (y)は、 xyXO.2>Xから、 y>5

(倍)になる。しかし、成長を 1年で5倍にすること

は不可能であるから、成長を 5倍にするためには、体

重159、殻長40mmのものを移殖すれば、移殖後2年半で、

体議75gになる5)。資源量が70万個、約70屯あれば、漁

獲量を14.8屯、再捕率21.1%>20%にすることも可能

であるので、天然貝を考慮しないで、体重15日のハマグ

リを14屯移殖して、 2年半後の効果を検討したいと考

える。

以上の考察は、歩留り、移動分散、採算面等につい

て不確定の要素が多いが、今後の移殖事業の効果検討

に少しでも役立てば幸いで、ある。

要 約

1) 昭和43、44、45年に天津小湊町地先に移殖した

チョウセンハマグリの移殖効果について検討した。

2) 成長は、殻長50~60mmの貝が良く、 80皿以上で

は成長が惑い。

3) 殻長60阻の成長の良い{国体は、移殖後1年で、

70.2回、 2年目に85.2皿、 3年目で90mm、4年目で、

92.4mm (満7年)に成長する。

4) 体重と殻長の関係式は、 logY ~2. 620 logX 
2.899で表わされる。

5) 資源量は、昭和44有マ0万個、昭和45年47万個、

昭和46年33万個と推定した。

6) 移殖貝の再捕率は、最高21.1%であった。漁獲

量の多い年には、再捕率が高い。

7) 資源量の多い年には、漁獲量が多くなり、移殖

貝の混獲率は低下する。

8) 殻長70回以上の貝の移殖は効果的ではなかった。

9) 移殖効果は成長が5倍以上、再捕率20%以上あ

れば高くなる。そのためには、体重15宮前後のハマグ

リを14屯以上移殖し、 2年半後に検討してみる必要が

あろう。
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